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神埼市地域経済動向調査(1 月号) 
■全国の景況 

◇月例経済報告(R1.12 月号より) 

 

『景気は、輸出が引き続き弱含む中で、製造業を中心に弱さが一段と増しているものの、 

緩やかに回復している』 

・個人消費は、持ち直している。 

 ・設備投資は、機械投資に弱さもみられるが、穏やかな増加傾向にある。 

 ・輸出は、弱含んでいる。 

 ・生産は、一段と弱含んでいる。 

 ・企業収益は、高い水準にあるものの、製造業を中心に弱含んでいる。企業の業況判断は、製造業を中心に引き続

き慎重さが増している。 

 ・雇用情勢は、改善している。 

 ・消費者物価は、このところ上昇テンポが鈍化している。 

 ・先行きについては、当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、

緩やかな回復が続くことが期待される。ただし、通商問題を巡る動向、中国経済の先行き、英国のＥＵ離脱等の

海外経済の動向や金融資本市場の変動の影響に加え、消費税引上げ後の消費者マインドの動向に留意する必要

がある。 

 

◇中小企業景況調査(2019 年 10～12 月期より) 

 

『中小企業の業況判断ＤＩは、４期連続で低下したが、今後の見通しでは改善の動きが見られる』 

＜中小企業の業況判断(2019 年 10～12 月期)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2019年 10～12月期の全産業業況判断 DI値は、▲21.1(前期より 4.5ポイント減)で、4期連続で低下した。 

・業種毎には、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業すべてで、ポイント減少となっている。 

・なお、業種別では、小売業が最も厳しい業況判断となっている。 

HP 用 
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＜地域別業況判断(2019 年 10～12 月期)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域別の業況判断では、九州・沖縄をはじめ、全ての地域でマイナス幅が拡大している。 
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■佐賀県の景況 

◇佐賀県内経済情勢報告(R1.10 より) 

『県内経済は、回復しつつある』 

・個人消費は、緩やかに回復しつつある。 

・生産活動は、回復しつつある。 

・雇用情勢は、改善している。 

・設備投資は、令和元年度は前年度を上回る見込みとなっている。 

・企業収益は、令和元年度は増益見込みとなっている。 

・住宅建設は、前年を下回っている。 

 

◇佐賀県主要経済統計速報(R1.12 より) 

佐賀県主要経済統計速報 12 月号より、佐賀県内の経済情勢は以下のとおりとなっている。 

佐賀県経済の最近の動向(対前年同月比)をみると、 

・需要面では、百貨店・スーパー販売額（10月）は、全店販売額が 2ヵ月振りに下回った。 

乗用車新規登録台数（11月）は、5ヵ月振りに下回った。 

新設住宅着工戸数（10月）は、2ヵ月振りに上回った。 

公共工事前払保証請負金額（11月）は、6ヵ月振りに下回った。 

・生産面では、鉱工業生産指数（10月）は、2ヵ月振りに下回った。 

・雇用面では、有効求人倍率(就業地別)（10月）は、同水準であった。 

・企業倒産（11月）の件数は 1件減で、金額は 3ヵ月振りに下回った。 

・金融機関（銀行）貸出金残高（11月）は、4ヵ月連続で上回った。 

＜佐賀県内の参考指数＞ 
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■神埼市の景況 

『神埼市の景況は佐賀県の情勢に類似すると思われる』 

◇中小企業景況調査(2019 年 10～12 月期より)  

中小企業景況調査より、2017 年 1～3 月期から 2019 年 10 月～12 月の業況判断状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2019 年 10～12 月期の佐賀県の全産業の業況判断 DI は、▲20.9(前期差 4.3 ポイント増)で、増加となってい

る。 

・全国 DI値は▲21.1で佐賀県 DI値とほぼ同等である。 

・神埼市は、15 社分の集計結果であり参考値としてみていただきたいが、DI は▲15.4 で、全国値、佐賀県値よ

り高い値となっている。 

・神埼市 15社分の現在の景況感、設備投資状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

＜現在の景況感＞ ＜設備投資 今季 2019 年 10 月～12 月＞ 

全国 

佐賀県 

神埼市 
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＜経営上の課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中小企業景況調査で、全国で約 8,000件、神埼市商工会では 15件が対象となっている。 

・神埼市商工会地区でみると、建設業、サービス業は「従業員の確保難」、製造業は「需要の停滞」、小売業は、

「消費者ニーズの変化への対応」が最重要課題となっている。 

 

 

◇保証月報(佐賀県信用保証協会より) 

 

 神埼市内事業所の金融保証承諾などは以下のとおりである。 

 

単位：件、千円 

  2018.11       2019.11       

  保証承諾 保証債務残高 保証承諾 保証債務残高 

  件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

神埼市 9 91,300 333 2,460,461 7 79,100 337 2,407,745 

佐賀県 201 2,448,048 10,218 76,998,699 206 2,247,170 9,764 74,384,266 

 

 

・2019 年 11 月の神埼市内中小企業の保証承諾件数は 7 件で、金額は 79,100 千円で、前年同月比では件数、金額と

も減少となっている。 

・保証債務残高は、佐賀県全体、神埼市とも、金額ベースで減少となっている。 

 

 

 

 

経営上の問題点
1位 2位 3位

建設業 全国 従業員の確保難 熟練技術者の確保難 材料価格の上昇
神埼市商工会 従業員の確保難 材料費・人件費以外の経費の増加 熟練技術者の確保難

製造業 全国 需要の停滞 生産設備の不足・老朽化 原材料価格の上昇
神埼市商工会 需要の停滞 製品ニーズの変化への対応 原材料価格の上昇

小売業 全国 需要の停滞 消費者ニーズの変化への対応 大・中型店の進出による競争の激化
神埼市商工会 消費者ニーズの変化への対応 需要の停滞 購買力の他地域への流出

サービス業 全国 利用者ニーズの変化への対応 需要の停滞 従業員の確保難
神埼市商工会 従業員の確保難 人件費の増加 大企業の進出による競争の悪化


